


公益社団法人認定とこれからの会務

（公社）南部地区歯科医師会　

会長　湖　城　秀　久

　平成25年５月１日、公益社団法人としてスタートできました。これも偏に、昭和48年の沖縄県歯科医師会の南
部支部から「沖縄南部地区歯科医師会」へと独立にはじまり昭和62年に社団法人取得以来、法人組織としての誇
りを持ってデンタルフェアなどをはじめとする数々の事業を企画運営し会務を継続していただいた先輩の方々の
実績があったからこそ、ここに公益社団法人としての認定がおりたものと思います。その先人の先生方々に感謝
の念でいっぱいです。
　特に、本会の保健事業でありますデンタルフェア、そして自治体から委託を受けている１歳６ヶ月健診医、保
育園嘱託医、学校歯科医などにおいて欠員が出ないよう責任を持って推薦配置することなどが公益性の高いもの
と評価されたと思われます。それらの事業には、数えきれないほどの多くの会員の方々がかかわり努力していた
だいた結果、ここまで事業が継続してきたわけですから、この公益社団法人の取得は会員全員の努力が結集した
結果だと考えます。
　今後は、公益社団法人認定を受けたとしても、これまでの南部地区の在り方、意義や会員負担が変化する訳で
はありません。しかし、本会が行っている事業が対社会的にどのように評価されているかを検証することによ
り、これまでの会員負担で最大の評価を得ることも考える必要が出てきているのではないかと思っています。
　さらに、公益社団法人の認定を受けた団体として、対社会的に本会がどのような組織であるかをアピールする
ために次のような「基本理念」と「基本姿勢」を設定しました・

「基本理念」

笑顔とチムググルの医療を
「基本姿勢」

１．われわれ南部地区歯科医師会会員は、「生活を支える医療」としての歯科医療を安全に
　　提供しかつ安心して受療できるよう日々研鑽に努めます。
２．われわれ南部地区歯科医師会会員は、地域住民が笑顔で健康的な生活を送れるように歯
　　科保健医療を通じて社会に貢献することに努めます。

　これからも、公益社団法人として責任を重く感じ会務を進めていく所存ですので、会員の皆様や関係各位のご
理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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長濱  正 先生
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